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日本史・東洋史

東
ア
ジ
ア
古
文
書
学
構
築
の
た
め
に―

―

い
ま
を
生
き
る
わ
れ
わ
れ
に

歴
史
の
一
場
面
を
伝
え
て
く
れ
る
史
料
、古
文
書
。

そ
こ
に
記
さ
れ
た
内
容
の
み
な
ら
ず
、

文
字
の
配
置
や
大
き
さ
、料
紙
の
選
択
、印
の
位
置
な
ど
、

「
モ
ノ
」と
し
て
残
る
そ
の
形
も
ま
た
、

古
文
書
の
持
つ
様
々
な
意
味
と
機
能
を
伝
え
る
貴
重
な
情
報
源
で
あ
る
。

古
代
か
ら
近
世
に
い
た
る
日
本
の
古
文
書
の
様
式
と
機
能
の
変
遷
を

通
史
的
・
総
合
的
に
論
じ
、

ま
た
、文
書
体
系
を
共
有
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
の
古
文
書
と
比
較
。

日
本
の
古
文
書
の
特
質
を
浮
き
彫
り
に
し
、

東
ア
ジ
ア
古
文
書
学
の
構
築
の
た
め
の
基
盤
を
提
供
す
る
画
期
的
成
果
。

古
文
書
の
様
式
と

国
際
比
較

小
島
道
裕
・
田
中
大
喜
・
荒
木
和
憲﹇
編
﹈　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館﹇
監
修
﹈

﹇
編
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈……

…
…

…
…

…

小
島
道
裕（
こ
じ
ま
・み
ち
ひ
ろ
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
総
合
研
究
大
学
院
大
学
教
授

専
門
は
日
本
中
近
世
史
。

田
中
大
喜（
た
な
か
・ひ
ろ
き
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
総
合
研
究
大
学
院
大
学
准
教
授

専
門
は
日
本
中
世
史
。

荒
木
和
憲（
あ
ら
き
・
か
ず
の
り
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
准
教
授

専
門
は
日
本
中
世
史
・
東
ア
ジ
ア
交
流
史
。

﹇
目
次
﹈……
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…

口
絵　

図
解
で
わ
か
る
文
書
様
式

は
じ
め
に…

…
…

小
島
道
裕

第
1
部
　
日
本
の
文
書
様
式
と
そ
の
変
遷

　
1
　
古
代
の
文
書
と
中
世
へ
の
展
開

　
　
　
古
代
日
本
に
お
け
る「
文
書
」の
誕
生…

…
…

小
倉
慈
司

　
　
　「
詔
勅
」に
お
け
る
口
頭
伝
達
の
役
割…

…
…

仁
藤
敦
史

　
　
　
中
世
日
本
に
お
け
る
書
状
の
広
が
り

 
―

古
代
書
状
論
・「
公
文
書
化
」論
を
中
心
に
し
て…

…
…

佐
藤
雄
基

　
2
　
中
世
文
書
の
諸
相

　
　
　
将
軍
の
文
書
と
武
士
団
の
文
書…

…
…

田
中
大
喜

　
　
　
寺
院
文
書
の
特
性

 
―

衆
議
文
書
の
形
成
と
そ
の
背
景…

…
…

横
内
裕
人

　
3
　
戦
国
大
名
の
文
書
と
近
世
へ
の
展
望

　
　
　
戦
国
大
名
の
文
書
と
天
下
人
の
文
書…

…
…

金
子　

拓

　
　
　
戦
国
大
名
の
印
判
状
に
つ
い
て

 
―

北
条
氏
の「
虎
の
印
判
」は
東
ア
ジ
ア
標
準
か…

…
…

小
島
道
裕

第
2
部
　
東
ア
ジ
ア
の
古
文
書
と
日
本
の
古
文
書

　
1
　
韓
国
の
古
文
書
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
朝
鮮
王
朝
の
国
王
文
書…

…
…

川
西
裕
也

　
　
　
日
本
と
韓
国
の
署
名
・
花
押
比
較…

…
…

朴　

竣
鎬（
稲
田
奈
津
子
訳
）

　
　
　
朝
鮮
時
代
に
お
け
る
私
人
間
の
契
約
文
書

 
―

様
式
と
特
徴
を
中
心
に…

…
…

文　

叔
子（
稲
田
奈
津
子
訳
）

　
　
　
東
ア
ジ
ア
古
文
書
の
中
の
画
指…

…
…

三
上
喜
孝

　
2
　
中
国
の
古
文
書
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
中
国
古
文
書
学
概
論

 
―

公
文
書
の
様
式
研
究
を
例
に…

…
…

黃　

正
建（
江
川
式
部
訳
）

　
　
　
明
清
時
代
の「
信
牌
」……

…

阿　

風（
黄
　
素
英
訳
）

　
　
　
日
本
古
代
に
お
け
る
中
国
文
書
様
式
の
受
容
と
変
容…

…
…

丸
山
裕
美
子

　
3
　
東
ア
ジ
ア
の
文
書
と
外
交
の
文
書

　
　
　
中
世
日
本
の
往
復
外
交
文
書

 
―

十
五
〜
十
六
世
紀
の
現
存
例
を
中
心
と
し
て…

…
…

荒
木
和
憲

　
　
　
安
南
日
越
外
交
文
書
の
様
式
と
伝
来…

…
…

藤
田
励
夫

　
　
　
イ
ル
ハ
ン
朝（
モ
ン
ゴ
ル
支
配
期
イ
ラ
ン
）の
公
文
書…

…
…

四
日
市
康
博

総
括
　
文
書
実
践
と
し
て
の
中
世
文
書
史…

…
…

高
橋
一
樹

　
あ
と
が
き…

…
…

小
島
道
裕 

　
執
筆
者
・
翻
訳
者
一
覧

A5 判上製カバー装
カラー口絵 16 頁 + 本文 416 頁
ISBN 978-4-585-22272-9　C3020

2020 年 3月刊行

本体7,800円（＋税）

二
〇
一
八
年
秋
に
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
て
開
催
さ
れ
、S
N
S
等
で
も
大
き

な
話
題
と
な
っ
た
企
画
展
示「
日
本
の
中
世
文
書―

機
能
と
形
と
国
際
比
較
」。

そ
の
関
連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
お
よ
び
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
一
書
に
ま
と
め
た
貴
重
な
一
冊
。

歴
史
フ
ァ
ン
・
古
文
書
フ
ァ
ン
待
望
の
一
冊
。

掲載図版120点超！　
カラー口絵では、
古文書の様式を
分かりやすく図解。

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

本体7,800円（+税）

A5判上製カバー装
カラー口絵16頁+本文416頁

ISBN978-4-585-22272-9 C3020　2020 年 3月刊行

古文書の様式と国際比較
小島道裕・田中大喜・荒木和憲［編］
国立歴史民俗博物館［監修］



裃人物肖像　
絹本着色江戸時代（十九世紀）

（京都府蔵（京都文化博物館管理））

岩
﨑
奈
緒
子
（
い
わ
さ
き
・
な
お
こ
）

京
都
大
学
総
合
博
物
館
教
授
。
専
門
は
日
本
近
世
史
。

中
野
慎
之
（
な
か
の
・
の
り
ゆ
き
）

文
化
庁
文
化
財
第
一
課
文
部
科
学
技
官
（
絵
画
部
門
）。
専
門
は
美
術
史
。

森
　
道
彦
（
も
り
・
み
ち
ひ
こ
）

京
都
国
立
博
物
館
研
究
員
（
中
世
絵
画
）。
専
門
は
中
近
世
絵
画
。

横
内
裕
人
（
よ
こ
う
ち
・
ひ
ろ
と
）

京
都
府
立
大
学
教
授
。
専
門
は
日
本
中
世
史
。

﹇
編
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

装
い
、繕
い
、伝
え
る―

絵
画
や
書
、古
文
書
な
ど
、紙
や
絹
を
用
い
た
文
化
財
は
、

表
装
に
よ
っ
て
、よ
り
美
し
く
、よ
り
長
く
そ
の
存
在
を
守
ら
れ
続
け
る
。

こ
れ
ら
の
歴
史
的
遺
産
を
修
理
・
保
存
し
、伝
え
て
い
く
こ
と
は
、

込
め
ら
れ
た
人
々
の
思
い
・
願
い
を
も
共
有
し
て
い
く
営
み
で
あ
る
。

表
装
や
修
理
は
、ど
の
よ
う
な
価
値
観
や
思
想
の
も
と
に

行
わ
れ
て
き
た
も
の
な
の
か
。

文
化
財
の
修
理
・
保
存
の
第
一
線
に
あ
り
、

そ
の
困
難
な
作
業
の
中
で
、

技
術
者
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
き
た
の
か
。

残
し
伝
え
ら
れ
て
き
た「
モ
ノ
」と
の
真
摯
な
対
話
の
中
か
ら
、

表
装
と
修
理
に
ま
つ
わ
る
文
化
史
を
描
き
出
し
、

今
日
の
我
々
に
と
っ
て
の

文
化
財
保
護
の
意
義
と
意
味
を
照
射
す
る
。

岩
﨑
奈
緒
子
・
中
野
慎
之
・
森
道
彦
・
横
内
裕
人
　…

…
…

…
…

…
…

   

編

日
本
の
表
装
と
修
理

　
口
　
絵

　
は
じ
め
に

　
参
考 

文
化
財
の
構
造
と
名
称

第
一
部
　
現
代
の
装
潢
・
文
化
財
修
理

　
装
潢
師
の
声
を
聞
く

 
―

技
術
者
か
ら
見
た
装
潢
文
化
財
修
理
の
進
化
◆
岩
﨑
奈
緒
子

　
表
具
師
か
ら
装
潢
師
へ
◆
岡
興
造

　
古
文
書
修
理
の
歴
史
と
理
念
◆
湯
山
賢
一

第
二
部
　
表
装
の
文
化
史

　
日
本
中
世
の
仏
画
の
表
装
◆
谷
口
耕
生

　
〝
東
山
表
具
〞
の
成
立
を
め
ぐ
る
小
考
◆
板
倉
聖
哲

　
江
月
宗
玩
に
よ
る
表
具
の
記
録
と
制
作
◆
門
脇
む
つ
み

　
表
装
が
伝
え
る
も
の―

後
水
尾
院
縁
の
掛
軸
を
事
例
と
し
て
◆
髙
田
智
仁

　
近
代
日
本
に
お
け
る
中
国
書
画
蒐
集
と
表
装
◆
竹
浪
遠

　
近
代
日
本
画
の
材
料
と
表
装
◆
中
野
慎
之

第
三
部
　
修
理
の
文
化
史

　
平
安
時
代
の
仏
画
制
作
と
そ
の
修
理
◆
増
記
隆
介

　
前
近
代
に
お
け
る
書
跡
・
古
文
書
修
理
の
諸
相

 
―

現
状
維
持
の
理
念
を
め
ぐ
っ
て
◆
横
内
裕
人

　
護
持
院
隆
光
の
寺
社
修
理―
元
禄
期
の
奈
良
を
中
心
に
◆
古
川
攝
一

　
近
世
に
お
け
る
障
壁
画
の
保
存
と
継
承
◆
森
道
彦

　
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
と
修
復

 
―

芸
術
作
品
の
受
容
史
の
視
点
か
ら
◆
平
川
佳
世

　
　
あ
と
が
き

　
　
執
筆
者
一
覧

﹇
も
く
じ
﹈…

…
…

…
…

…
…

…

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

本体7,000円（+税）

A5判上製・カラー口絵８頁+424頁
ISBN 978-4-585-20073-4　C1000

2020年3月刊行

A5判上製・カラー口絵８頁+424頁
ISBN 978-4-585-20073-4　C1000

2020年3月刊行

本体7,000円（＋税）

美術・歴史・文化財学

日本の表装と修理
岩﨑奈緒子・中野慎之・森道彦・横内裕人［編］



東洋史・出版史・書誌学・科学・医学・農学

陳 捷 ［編］

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

本体12,000円（+税）

A5判上製カバー装・456頁
2020年2月刊行

ISBN978-4-585-20072-7 C3000

本体12,000円（+税）

A5判上製カバー装・456頁
2020年2月刊行

ISBN978-4-585-20072-7 C3000陳 捷 ［編］

医学・科学・博物
東アジア古典籍の世界

東アジアの知の遺産、古典籍。
なかでも医学・本草学・農学・科学に関する書物は、
人びとの社会・生活に密着するものとして
広く流通・展開し、大きな一群をなしている。
これまで総合的に論じられることのなかった
東アジアにおける情報伝達と文化交流の世界を、
地域・文理の枠を越えて考究する画期的論集。

1963年生まれ。東京大学大学院人文社会系研究科教授。
専門は中国古典文献学・書物交流史。
主著に『明治前期日中学術交流の研究―清国駐日公使館の文化活動』（汲古
書院、2003年）、『人物往来与書籍流転』（中華書局、2012年）、『日韓の書誌
学と古典籍』（共編、アジア遊学184、勉誠出版、2015年）などがある。

編者略歴

目次

陳 捷（ちん・しょう）

知の沃野をひらく

まえがき
第一部 医学
  日中韓越の医書流通と医学体系の形成◉真柳 誠
  『福田方』『悲田方』の構成と復元の可能性◉浦山きか
  日本における中国舌診書『敖氏傷寒金鏡録』の受容◉梁嵘（黄昱･訳）
  東アジア伝統医学の真髄
  　―朝鮮許浚の『東医宝鑑』 ◉朴現圭（黄昱･訳）
  国立公文書館所蔵の朝鮮通信使の医学筆談◉梁永宣・李敏（小野泰教･訳）
  崔漢綺が読んだ西洋医学書
  　―Hobson（合信）の医書と崔漢綺の『身機践験』◉金哲央
  清末の漢文西洋薬学書におけるアヘンの記述について◉小野泰教

第二部 科学
  『新製霊台儀象志』の受容◉吉田 忠
  テキストの鏡影
　  ―抜粋本と清初の暦算学◉祝平一（高津 孝･訳）
  ��世紀朝鮮の実学者洪大容の『劉鮑問答』
　  ―西洋科学知識受容の一断面◉任正爀
  葛飾北斎『唐土名所之絵』と中国地図の受容◉大澤顯浩

第三部 博物
  経学註釈と博物学の間
  　―江戸時代の『詩経』名物学について◉陳捷
  近世中国知識人の博物学の再構築
  　―方以智『通雅』と『物理小識』を中心に◉廖肇亨（千賀由佳･訳）
  交錯する視線―南西諸島の博物学◉高津 孝
  青蒿と黄花蒿の名物学的研究
 　―ラテン名比定の問題を中心に◉久保輝幸

第四部 人と書物
  平賀源内伝の再検討
 　―『平賀実記』を中心に◉福田安典
  洋学者・柴田収蔵と江戸の本屋◉平野 恵
  近世後期における地方知識層の書物交流
 　―伊藤忠岱の書写活動を中心として◉清水信子
  医籍専売書肆英蘭堂島村利助について◉鈴木俊幸

あとがき

医学・科学・博物
東アジア古典籍の世界



漢詩・中古文学・和漢比較文学

本
朝
文
粋
抄 

六

後
藤
昭
雄
【
著
】

後
藤
昭
雄（
ご
と
う
・
あ
き
お
）

一
九
四
三
年
熊
本
市
生
ま
れ
。一
九
七
〇
年
、九
州
大
学
大
学
院
修
了
。成
城
大
学
教
授（
二
〇
一
三
年
ま
で
）。主
要
著
書
に
、『
平
安
朝
漢
文
学
論
考
』（
桜
楓
社
、一

九
八
一
年
。補
訂
版
、勉
誠
出
版
、二
〇
〇
五
年
）、『
本
朝
文
粋
』（
共
著
、新
日
本
古
典
文
学
大
系
、岩
波
書
店
、一
九
九
二
年
）、『
平
安
朝
漢
文
文
献
の
研
究
』（
吉
川

弘
文
館
、一
九
九
三
年
）、『
平
安
朝
文
人
志
』（
吉
川
弘
文
館
、一
九
九
三
年
）、『
日
本
詩
紀
拾
遺
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
〇
年
）、『
平
安
朝
漢
文
学
史
論
考
』（
勉
誠
出

版
、二
〇
一
二
年
）、『
本
朝
漢
詩
文
資
料
論
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
一二
年
）、『
平
安
朝
漢
詩
文
の
文
体
と
語
彙
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
一
七
年
）な
ど
。

【
目
次
】

第
一
章
　
貧
女
吟（
紀
　
長
谷
雄
）―

不
幸
な
女
の
物
語

第
二
章
　
夏
日
閑
居
、庭
前
の
三
物
を
詠
ず（
源
　
順
）―
越
調
詩

第
三
章
　《
策
問
》循
良
を
詳
ら
か
に
す（
菅
原
輔
正
）―

学
問
の
文
章（
一
）

第
四
章
　《
対
策
》循
良
を
詳
ら
か
に
す（
大
江
挙
周
）―

学
問
の
文
章（
二
）

第
五
章
　
第
八
皇
子
の
始
め
て
御
注
孝
経
を
読
む
を
聴
く
詩
の
序（
菅
原
文
時
）―

学
問
の
文
章（
三
）

第
六
章
　
後
漢
書
竟
宴
の
詩
の
序（
紀
　
長
谷
雄
）―

学
問
の
文
章（
四
）

第
七
章
　
文
選
竟
宴
の
詩
の
序（
菅
原
文
時
）―

学
問
の
文
章（
五
）

第
八
章
　
冷
泉
院
の
池
亭
に「
花
光
水
上
に
浮
か
ぶ
」を
賦
す
詩
の
序（
菅
原
文
時
）―
学
問
の
近
く
に
あ
る
文
章

第
九
章
　
仏
性
院
に
秋
を
惜
し
む
詩
の
序（
源
　
順
）―

仏
性
院
の
詩
宴

第
十
章
　
天
台
山
円
明
房
に
月
前
に
閑
談
す
と
い
ふ
詩
の
序（
大
江
以
言
）―

比
叡
山
の
詩
会

第
十
一
章
　
亀
山
の
神
を
祭
る
文（
源
　
兼
明
）―

山
の
神
に
祈
る

作
者
略
伝
／
本
朝
文
粋
作
品
表
／
あ
と
が
き
／
索
引

日
本
漢
文
の
粋
を
集
め
、

平
安
期
の
時
代
思
潮
や
美
意
識
を
知
る
上
で
も
貴
重
な
文
献 「
本
朝
文
粋
」 

。

そ
の
漢
文
の
世
界
の
深
遠
へ
と
誘
う
格
好
の
入
門
書
。

第
六
巻
で
は
特
殊
な
漢
詩
形
式
で
あ
る
雑
詩
の
う
ち
紀
長
谷
雄
お
よ
び
源
順
に
よ
る
二
種
、

お
よ
び
、大
学
寮
に
お
け
る
試
験
の
問
題
と
解
答
で
あ
る
策
問
・
対
策
、講
書
竟
宴
等
の

平
安
期
の
学
問
世
界
に
か
か
わ
る
作
品
な
ど
、全
十
一
篇
を
収
載
。

ほ

ん

ち

ょ

う

も

ん

ず

い

し

ょ

う

ご送付先ご住所（通信欄）
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ISBN978-4-585-29224-1 C0095

部

部

第一巻…本朝文粋抄
978-4-585-05367-5 C0095
2006 年 12月｜本体 2,800 円

本朝文粋抄第一期
（一～五巻）

第四巻…本朝文粋抄 四
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長
瀬
由
美【
著
】交

響
す
る
和
と
漢

平
安
時
代
の
文
人
貴
族
に
と
って
、漢
の
思
想
・
文
化
は
、

あ
る
種
の
規
範
か
つ
憧
憬
の
対
象
と
し
て
あ
っ
た
。

な
か
で
も
白
居
易
の
詩
文
は

日
本
に
舶
載
さ
れ
て
以
来
、広
く
愛
さ
れ
、

日
本
の
漢
文
世
界
に
深
く
根
を
お
ろ
す
と
と
も
に
、

『
源
氏
物
語
』な
ど
の
物
語
文
学
を
育
む

豊
か
な
土
壌
と
な
っ
た
。

仮
名
文
学
が
興
隆
し
て
国
風
文
化
が
開
花
し
、

ま
た
一
方
で
、漢
文
学
的
な
文
化
潮
流
が
再
興
し

頂
点
に
達
し
た
一
条
朝
の
時
代―

そ
の
時
代
に
花
開
い
た
和
漢
の
作
品
を
丁
寧
に
読
み
込
み
、

そ
こ
に
あ
ら
わ
れ
る
表
現
を
丹
念
に
分
析
す
る
こ
と
で
、

和
の
内
な
る
漢
の
あ
り
方
、

和
漢
の
交
響
を
文
学
史
上
に
位
置
付
け
る
。

【
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

長
瀬
由
美（
な
が
せ
・
ゆ
み
）　
一
九
七
五
年
生
ま
れ
。都
留
文
科
大
学
文
学
部
国
文
学
科
教
授
。専
門

は
平
安
朝
文
学
。　

主
な
論
文
に「『
源
氏
物
語
』と
中
唐
白
居
易
詩
に
つ
い
て
」（『
二
〇
一
四
年
パ
リ
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム　

源
氏
物
語
と
ポ
エ
ジ
ー
』青
簡
舎
、二
〇
一
五
年
）、「『
源
氏
物
語
』准
拠
の
手
法
と
唐
代
伝

奇
・
中
唐
の
文
学
観
」（『
中
古
文
学
』第
95
号
、二
〇
一
五
年
六
月
）、「『
源
氏
物
語
』と「
長
恨
歌
」―

正
編

か
ら
続
編
へ
」（『
源
氏
物
語　

煌
め
く
こ
と
ば
の
世
界
2
』翰
林
書
房
、二
〇
一
八
年
）な
ど
が
あ
る
。

本
体
七
、〇
〇
〇
円（
＋
税
）

Ａ
５
判
上
製
・
三
三
六
頁

二
〇
一
九
年
二
月
刊
行

ISBN
978-4-585-29173-2   C3095

源
氏
物
語
と

平
安
朝
漢
文
学目

　
次

　
序

Ⅰ　

白
居
易
の
文
学
と
平
安
中
期
漢
詩
文

　
第
一
章
　
一
条
朝
前
後
の
漢
詩
文
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　『
白
氏
文
集
』諷
諭
詩
の
受
容

　
第
二
章
　
菅
原
文
時「
封
事
三
箇
条
」に
つ
い
て

　
第
三
章
　
一
条
朝
文
人
の
官
職
・
位
階
と
文
学

　
　
　―

大
江
匡
衡
・
藤
原
行
成
・
藤
原
為
時
を
め
ぐ
っ
て

　
第
四
章
　
一
条
朝
の
文
人
貴
族
と
惟
宗
允
亮

　
　
　―

源
為
憲
詩
を
起
点
と
し
て

　
第
五
章
　
平
安
時
代
の「
長
恨
歌
」受
容

　
　
　―

金
澤
文
庫
本『
白
氏
文
集
』の
訓
か
ら

Ⅱ　
『
源
氏
物
語
』と
漢
詩
文
世
界

　
第
一
章
　『
源
氏
物
語
』准
拠
の
手
法
と
唐
代
伝
奇
・
中
唐
の
文
学
観

　
第
二
章
　『
源
氏
物
語
』と
中
国
文
学
史
と
の
交
錯

　
　
　―

不
可
知
な
る
も
の
への
語
り
の
方
法

　
第
三
章
　『
源
氏
物
語
』と
史
書
の
接
点―

童
謡
の
方
法

Ⅲ　

白
居
易
の
文
学
と『
源
氏
物
語
』

　
第
一
章
　
中
唐
白
居
易
の
文
学
と『
源
氏
物
語
』

　
　
　―

諷
諭
詩
と
感
傷
詩
の
受
容
に
つ
い
て 

　
第
二
章
　『
源
氏
物
語
』と「
長
恨
歌
」―

正
編
か
ら
続
編
へ

　
第
三
章
　
朝
顔
巻
の
紫
の
上―

月
と
人
と
　
白
居
易
詩
の
こ
こ
ろ
へ

　
第
四
章
　
荒
廃
し
た
邸
宅
と
狐

　
　
　―
『
源
氏
物
語
』蓬
生
巻
と
白
居
易「
凶
宅
」詩

　
付
　
章
　『
紫
式
部
日
記
』の
思
考
の
姿

　
　
　―
白
居
易
詩「
身
」と「
心
」詠
と
の
関
連
に
お
い
て

　
あ
と
が
き
／
初
出
一
覧
／
索
　
引

ご送付先ご住所（通信欄）
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古
典
受
容
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

写
本
・
版
本
の
流
通
量
が
爆
発
的
に
増
え
た
こ
と
で
、

地
方
へ
／
か
ら
の
情
報
の
伝
播
、

さ
ま
ざ
ま
な
階
層
への
知
の
解
放
が
行
わ
れ
た
近
世
。

そ
れ
ま
で
は
貴
族
や
大
名
、連
歌
師
周
辺
で
読
み
継
が
れ
て
い
た

『
源
氏
物
語
』も
ま
た
、他
の
和
歌
集
や
物
語
類
と
と
も
に
、

庶
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
いっ
た
。

『
源
氏
物
語
』の
俗
語
訳
と
し
て
最
初
に
公
刊
さ
れ
た

都
の
錦『
風
流
源
氏
物
語
』、ま
た
、そ
の
続
編
と
し
て
編
ま
れ
た
、

梅
翁（
奥
村
政
信
）『
俗
解
源
氏
物
語
』『
若
草
源
氏
物
語
』『
雛
鶴
源
氏
物
語
』

『
紅
白
源
氏
物
語
』の
全
篇
を
翻
刻
・
注
解
、挿
絵
も
全
て
収
載
。

国
内
外
の一級
の
研
究
者
に
よ
る
優
れ
た
論
考
も
併
せ
て
収
載
し
、

俗
語
訳
・
翻
案
・
絵
入
本
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
形
に
う
つ
し
か
え
ら
れ

広
く
古
典
が
受
容
さ
れ
て
い
く
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を

考
察
す
る
た
め
の
基
盤
を
提
供
す
る
。 

本
体
一
二
、〇
〇
〇
円（
＋
税
）

Ａ
５
判
並
製
・
七
五
二
頁

二
〇
一
九
年
七
月
刊
行

ISBN
978-4-585-29186-2 C3095 

源
氏
物
語
の
近
世

俗
語
訳
・
翻
案
・
絵
入
本
で
よ
む
古
典

レ
ベ
ッ
カ
・ク
レ
メ
ン
ツ
／
新
美
哲
彦﹇
編
﹈

【
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】　

R
ebekah C

LEM
EN

TS

（
レ
ベ
ッ
カ
・
ク
レ
メ
ン
ツ
）　Research Professor at Institució Catalana de Recerca i Estudis A

vançats

（ICREA

）and U
niversidad A

utónom
a de Barcelona. 

研
究
教
授（
カ
タ
ロ
ニ
ア
高
度
研
究
施
設

兼
バ
ル
セ
ロ
ナ
自
治
大
学
）。専
門
は
東
ア
ジ
ア
の
近
世
史
。主
な
著
書
にA

 Cultural H
istory of T

ranslation in Early M
odern Japan

（Cam
bridge: Cam

bridge U
niversity Press, 2015

）、論
文
に「
も
う
一
つ
の
注
釈
書
？―

江
戸

時
代
に
お
け
る『
源
氏
物
語
』の
初
期
俗
語
訳
の
意
義
」（
陣
野
英
則 

・
緑
川
真
知
子
編『
平
安
文
学
の
古
注
釈
と
受
容　

第
三
集
』武
蔵
野
書
院
、二
〇
一
一
年
）、

“
Speaking in T

ongues? D
aim

yo, Zen M
onks, and Spoken Chinese in 

Japan, 1661-1711.” Journal of A
sian Studies 76.3, 2017

）な
ど
が
あ
る
。

新
美
哲
彦（
に
い
み
・
あ
き
ひ
こ
）　

早
稲
田
大
学
教
授
。専
門
は
日
本
中
古
文
学
。著
書
に『
源
氏
物
語
の
受
容
と
生
成
』（
武
蔵
野
書
院
、二
〇
〇
八
年
）、論
文
に「
定
家
本『
源
氏
物
語
』研
究
の
現
在
／
今
後
」（『
新
時
代
へ
の
源
氏
学
』七「
複
数
化

す
る
源
氏
物
語
」竹
林
舎
、二
〇
一
五
年
）、「
池
田
本『
源
氏
物
語
』巻
末
付
載『
奥
入
』に
つ
い
て
」（
天
理
図
書
館
報『
ビ
ブ
リ
ア
』一
四
四
号
、二
〇
一
五
年
）な
ど
が
あ
る
。

も
く
じ

序凡
例

都
の
錦『
風
流
源
氏
物
語
』 

◉
校
訂
・
注
：
新
美
哲
彦 

◉
翻
刻
：
柿
嵜
理
恵
子

解
説
◉
レ
ベ
ッ
カ
・
ク
レ
メ
ン
ツ

梅
翁『
若
草
源
氏
物
語
』 

◉
校
訂
・
注
：
新
美
哲
彦 

◉
翻
刻
：
大
塚
誠
也

梅
翁『
雛
鶴
源
氏
物
語
』 

◉
校
訂
・
注
：
新
美
哲
彦 

◉
翻
刻
：
平
田
彩
奈
惠

梅
翁『
紅
白
源
氏
物
語
』 

◉
校
訂
・
注
：
新
美
哲
彦 

◉
翻
刻
：
大
塚
誠
也

梅
翁『
俗
解
源
氏
物
語
』 

◉
校
訂
・
注
：
新
美
哲
彦 

◉
翻
刻
：
伊
永
好
見

解
説
◉
レ
ベ
ッ
カ
・
ク
レ
メ
ン
ツ

論
考江戸

時
代
に
お
け
る「
俗
語
訳
」の
意
義
◉
レ
ベ
ッ
カ
・
ク
レ
メ
ン
ツ

女
性
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
本
？

　
　―

十
七
世
紀
後
半
の
日
本
に
お
け
る『
源
氏
物
語
』と『
伊
勢
物
語
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◉
ピ
ー
タ
ー
・
コ
ー
ニ
ツ
キ（
翻
訳
：
常
田
槇
子
）

テ
ク
ス
ト
の
改
替
◉
マ
イ
ケ
ル
・
エ
メ
リ
ッ
ク（
翻
訳
：
幾
浦
裕
之
）

梅
翁
／
奥
村
政
信『
源
氏
物
語
』の
挿
絵
と
テ
ク
ス
ト
◉
新
美
哲
彦

あ
と
が
き

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

本体12,000円（+税）

A5判並製・752頁
2019年7月刊行

ISBN978-4-585-29186-2 C3095レベッカ・クレメンツ／新美哲彦【編】

源氏物語の近世
俗語訳・翻案・絵入本でよむ古典



東洋史・比較文学

本体2,800円（＋税）

A5判並製カバー装・224頁
ISBN978-4-585-22706-9　C1390

2019年12月刊行

蒋
義
喬

　
　

  

﹇
編
著
﹈

蒋
義
喬
（
し
ょ
う
・
ぎ
き
ょ
う
）

北
京
師
範
大
学
外
文
学
院
准
教
授
、早
稲
田
大
学
日
本
古
典
籍
研
究
所
招
聘
研
究
員
。専
門
は
平
安
朝
漢
詩
。

主
な
論
文
に「
詠
物
詩
か
ら
句
題
詩
へ―

句
題
詩
詠
法
の
生
成
を
め
ぐ
っ
て（『
和
漢
比
較
文
学
』三
五
号
、二
〇
〇
五
年
）、「
詠
物
と
言
志―

『
懐
風
藻
』か
ら
勅
撰
三
集
に
至
る
」（『
日
本
に
お
け

る「
文
」と「
ブ
ン
ガ
ク（bungaku

）」）』ア
ジ
ア
遊
学
一
六
二
、勉
誠
出
版
、二
〇
一
三
年
）、「
菅
原
道
真
的
詠
物
詩
與
杜
甫
詩
歌
的
関
連
」（『
日
語
学
習
與
研
究
』二
〇
一
八
年
第
二
号
）な
ど
が
あ
る
。

六
朝
文
化
と
日
本

謝
霊
運
と
い
う
視
座
か
ら
【
ア
ジ
ア
遊
学
240
】

し
ゃ

れ
い

う
ん

り
く 

　
　
ち
ょ
う

儒
・
道
・
仏
に
通
じ
博
学
多
才
の
詩
人
・
謝
霊
運

﹇
編
著
者
紹
介
﹈

﹇
目
次
﹈

　
序
言…

蒋
義
喬

Ⅰ
◉
研
究
方
法
・
文
献

謝
霊
運
を
ど
う
読
む
か―

中
国
中
世
文
学
研
究
に
対
す
る
一
つ
の
批
判
的
考
察…

林
暁
光

謝
霊
運
作
品
の
編
年
と
注
釈
に
つ
い
て…

呉
冠
文（
訳
・
黄
昱
）

Ⅱ
◉
思
想
・
宗
教―

背
景
と
し
て
の
六
朝
文
化

﹇
コ
ラ
ム
﹈謝
霊
運
と
南
朝
仏
教…

船
山
徹

洞
天
思
想
と
謝
霊
運…

土
屋
昌
明

謝
霊
運「
発
帰
瀬
三
瀑
布
望
両
渓
」詩
に
お
け
る「
同
枝
條
」に
つ
い
て…

李
静（
訳
・
黄
昱
）

Ⅲ
◉
自
然
・
山
水
・
隠
逸―

古
代
日
本
の
受
容

日
本
の
律
令
官
人
た
ち
は
自
然
を
発
見
し
た
か…

高
松
寿
夫

古
代
日
本
の
吏
隠
と
謝
霊
運…

山
田
尚
子

平
安
初
期
君
臣
唱
和
詩
群
に
お
け
る「
山
水
」表
現
と
謝
霊
運…

蒋
義
喬

Ⅳ
◉
場
・
美
意
識
と
の
関
わ
り

平
安
朝
詩
文
に
お
け
る
謝
霊
運
の
受
容…

後
藤
昭
雄

平
安
時
代
の
詩
宴
に
果
た
し
た
謝
霊
運
の
役
割…

佐
藤
道
生

Ⅴ
◉
説
話
・
注
釈

慧
遠
・
謝
霊
運
の
位
置
付
け―

源
隆
国『
安
養
集
』の
戦
略
を
め
ぐ
っ
て…

荒
木
浩

﹇
コ
ラ
ム
﹈日
本
に
お
け
る
謝
霊
運「
述
祖
徳
詩
」の
受
容
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き…

黄
昱

『
蒙
求
』「
霊
運
曲
笠
」を
め
ぐ
っ
て

　―

日
本
中
近
世
の
抄
物
、注
釈
を
通
し
て
み
る
謝
霊
運
故
事
の
展
開
と
そ
の
意
義…

河
野
貴
美
子

Ⅵ
◉
禅
林
に
お
け
る
展
開

日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
謝
霊
運
受
容…

堀
川
貴
司

山
居
詩
の
源
を
辿
る―

貫
休
と
絶
海
中
津
の
謝
霊
運
受
容
を
中
心
に…

高
兵
兵

五
山
の
中
の「
登
池
上
楼
」詩―

「
春
草
」か
、「
芳
草
」か…

岩
山
泰
三

Ⅶ
◉
近
世
・
近
代
に
お
け
る
展
開

俳
諧
に
お
け
る「
謝
霊
運
」…
深
沢
眞
二
・
深
沢
了
子

江
戸
前
期
文
壇
の
謝
霊
運
受
容―

林
羅
山
と
石
川
丈
山
を
中
心
に…

陳
可
冉

﹇
コ
ラ
ム
﹈謝
霊
運「
東
陽
渓
中
贈
答
」と
近
世
・
近
代
日
本
の
漢
詩
人…

合
山
林
太
郎

謝
霊
運
と
は…

…

　
東
晋
・
南
朝
宋
で
活
躍
し
た
詩
人
・
文
学
者
。

　
山
水
の
詩
が
有
名
で「
山
水
詩
」の
祖
と
さ
れ
る
。

　『
文
選
』
に
多
く
の
詩
作
が
収
録
さ
れ
、

　『
金
剛
般
若
経
注
』を
著
す
ほ
ど
仏
教
に
も
通
じ
た
。

　
し
か
し
、傲
慢
な
性
格
が
災
い
し
、非
業
の
最
期
を
遂
げ
る
。

　
彼
の
作
品
や
生
涯
は
日
本
に
も
伝
わ
り
、

　
知
識
人
・
文
人
で
あ
る
菅
原
道
真
や
吉
田
兼
好
な
ど
に

　
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。

六
朝
と
は…

…

　
中
国
史
で
建
康（
建
業
）に
都
を
お
い
た

　
三
国
・
呉
、東
晋
、南
朝
の
宋
・
斉
・
梁
・
陳
の
総
称
。

日
本
文
学
・
中
日
比
較
文
学
研
究
と
し
て
取
り
上
げ
、

思
想
的
な
背
景
と
な
っ
た

六
朝
期
の
仏
教
や
道
教
に
も

目
を
向
け
つ
つ
、

日
本
文
学
に
お
け
る
受
容
の

軌
跡
を
追
い
、
六
朝
文
化
受
容
の
あ
り
方
を

体
系
的
に
検
討
し
た
一
冊
。
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榎
本
淳
一・
吉
永
匡
史
・
河
内
春
人 

﹇
編
﹈

榎
本
淳一（
え
の
も
と
・
じ
ゅ
ん
い
ち
）

　
大
正
大
学
文
学
部
教
授
。

　
主
著
に『
日
唐
賤
人
制
度
の
比
較
研
究
』（
同
成
社
、二
〇
一
九
年
）な
ど
。

吉
永
匡
史
（
よ
し
な
が・ま
さ
ふ
み
）

　
金
沢
大
学
人
間
社
会
研
究
域
准
教
授
。

　
主
著
に『
律
令
国
家
の
軍
事
構
造
』（
同
成
社
、
二
〇
一
六
年
）
な
ど
。

河
内
春
人
（
こ
う
ち
・
は
る
ひ
と
）

　
関
東
学
院
大
学
経
済
学
部
准
教
授
。

　
主
著
に『
倭
の
五
王
　
王
位
継
承
と
五
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
』（
中
央
公
論
社
、二
〇
一
八
年
）な
ど
。

中
国
学
術
の
東
ア
ジ
ア
伝
播
と

古
代
日
本
【
ア
ジ
ア
遊
学
242
】

﹇
編
者
紹
介
﹈

﹇
目
次
﹈

　
序
言…

榎
本
淳
一

Ⅰ
◉
中
国
に
お
け
る
学
術
の
形
成
と
展
開

佚
名『
漢
官
』の
史
料
的
性
格

　―

漢
代
官
制
関
係
史
料
に
関
す
る
一
考
察…

楯
身
智
志

前
四
史
か
ら
う
か
が
え
る
正
統
観
念
と
し
て
の
儒
教
と「
皇
帝
支
配
」

　―

所
謂
外
戚
恩
沢
と
外
戚
政
治
に
つ
い
て
の
学
術
的
背
景
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
東
ア
ジ
ア
世
界
へ
の
影
響…

塚
本
剛

王
倹
の
学
術…

洲
脇
武
志

魏
収『
魏
書
』の
時
代
認
識…

梶
山
智
史

『
帝
王
略
論
』と
唐
初
の
政
治
状
況…

会
田
大
輔

唐
の
礼
官
と
礼
学…

江
川
式
部

劉
知
幾『
史
通
』に
お
け
る
五
胡
十
六
国
関
連
史
料
批
評

　―

魏
収『
魏
書
』と
崔
鴻『
十
六
国
春
秋
』を
中
心
に…

河
内
　
桂

Ⅱ
◉
中
国
学
術
の
東
ア
ジ
ア
へ
の
伝
播

六
世
紀
新
羅
に
お
け
る
識
字
の
広
が
り…

橋
本
　
繁

古
代
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
貨
幣
論
の
伝
播…

柿
沼
陽
平

九
条
家
旧
蔵
鈔
本『
後
漢
書
』断
簡
と
原
本
の
日
本
将
来
に
つ
い
て

　―

李
賢『
後
漢
書
注
』の
禁
忌
と
解
禁
か
ら
見
る…

小
林
　
岳

古
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
兵
書
の
伝
播

　―

日
本
へ
の
舶
来
を
中
心
と
し
て…

吉
永
匡
史

陸
善
経
の
著
作
と
そ
の
日
本
伝
来…

榎
本
淳
一

Ⅲ
◉
日
本
に
お
け
る
中
国
学
術
の
受
容
と
展
開

『
日
本
書
紀
』は『
三
国
志
』を
見
た
か…

河
内
春
人

日
本
古
代
に
お
け
る
女
性
の
漢
籍
習
得…

野
田
有
紀
子

大
学
寮
・
紀
伝
道
の
学
問
と
そ
の
故
実
に
つ
い
て

　―

東
坊
城
和
長『
桂
蘂
記
』『
桂
林
遺
芳
抄
』を
巡
っ
て…

濱
田
寛

平
安
期
に
お
け
る
中
国
古
典
籍
の
摂
取
と
利
用

　―

空
海
撰『
秘
蔵
宝
鑰
』お
よ
び
藤
原
敦
光
撰『
秘
蔵
宝
鑰
鈔
』を
例
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　…

河
野
貴
美
子

あ
と
が
き…

吉
永
匡
史
・
河
内
春
人

「
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
」の
実
態
解
明
の
た
め
に―

学
術（
学
問
・
芸
術
・
技
術
）は
、
文
化
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
時
代
の
社
会
、
支
配
の
あ
り
方
を
規
定
す
る
力
を
持
つ
。

そ
の
動
向
・
内
実
を
知
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
・
地
域
の

歴
史
の
本
質
に
迫
る
た
め
の
重
要
な
視
点
で
あ
る
。

な
ぜ
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の
み
が
長
ら
く
中
国
文
化
を

共
有
し
続
け
た
の
か
、
中
国
文
化
を
共
有
す
る
こ
と
に

ど
の
よ
う
な
歴
史
的
意
義
が
あ
っ
た
の
か―

中
国
大
陸
に
淵
源
を
も
つ
学
術
が

周
辺
諸
地
域
に
広
が
り
、
根
付
い
て
い
っ
た
諸
相
を
た
ど
り
、

東
ア
ジ
ア
文
化
圏
の
形
成
・
展
開
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。
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